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We investigated the accuracy and operability of two ultrasound devices for the bladder. The study

included 232 adult patients who underwent surgery at our hospital. Before surgery, a nurse measured the

amount of urine in the bladder using Lilium α-200○R and Bladder Scan BVI 6100○R . The amount was

measured accurately later using a catheter. The measurements by the devices were compared with the

amount measured by the catheter. Both Lilium and Bladder Scan had high accuracy (correlation coefficient

for Lilium is 0.56 [95% CI : 0.46-0.64], and the correlation coefficient for Bladder Scan was 0.70 [95% CI :

0. 63-0. 76]). However, values obtained by the two devices significantly differed from the catheter

measurement. The accuracy was improved by excluding patients with 0- ml readings by the two devices

(the correlation coefficient for Lilium was 0.69 (95% CI : 0.61-0.76), and the correlation coefficient for

Bladder Scan was 0.81 (95% CI : 0.76-0.86). Next, the operability was evaluated using a questionnaire.

Both devices had high operability, but Bladder Scan was easier to operate. Based on the above, Bladder

Scan had significantly higher accuracy and operability, but both devices had a sufficiently high accuracy and

operability for clinical practice.

(Hinyokika Kiyo 67 : 215-219, 2021 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_67_6_215)
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緒 言

わが国では超高齢化社会を迎え，排尿障害は，男女

を問わずますます増加していくものと考えられる．さ

らに，排尿障害は，加齢だけでなく，肥満，高血圧，

糖尿病などの生活習慣病や前立腺肥大症や周術期にお

ける膀胱留置カテーテル抜去後の患者や妊娠・出産な

どを含めた婦人科疾患など様々な要因を契機に生じる

ものと考えられる1~4)．また，排尿障害は日常生活に

支障を来たし QOL の低下と密接に関係していると報

告されている5,6)．そこで排尿障害の程度を適切に把

握し正確に評価することが治療において重要であると

考えられる．その基本評価として残尿測定は必要不可

欠な検査であると考えられる．さらに2016年 4月より

排尿自立指導加算料の算定が開始され，排尿ケアに関

して多職種による連携が必要不可欠となっている．残

尿測定の方法としては，超音波診断装置での測定法

や，カテーテルでの排尿による測定法が挙げられる．

従来の据え置き型超音波診断装置の利点としては，医

師による測定が行われており，手技が一定であるとい

う事があげられる反面，欠点としては，大型であり設

置場所の確保が必要であり，種々の計測法における誤

差率は40％以上という報告も見受けられる点であ

る7,8)．しかし，現在膀胱用超音波画像診断装置の普

及に伴い看護師でも容易に残尿測定が可能となってき

ており，今後の多職種連携による排尿ケアの取り組み

に大きく寄与するものと考えられる．今回，当院で使

用している 2種類の膀胱用超音波画像診断装置を用

い，その精度と操作性の検討を行った．

対 象 と 方 法

本研究は当院の倫理委員会の承認を得て，2017年 8

月 1日から2018年 5月31日までの10カ月間で行った．

対象は，インフォームドコンセントで同意が得られた

20歳以上の患者で当院において手術を行い，尿道カ

テーテルを留置した232例を対象とした．麻酔導入後，

リリアム α-200○R（以下リリアム）と Bladder Scan BVI

6100○R（以下ブラッダースキャン）を用いて，看護師

による膀胱内尿量測定を行った．操作方法について

は，それぞれの取扱説明書通りに操作を行い（リリア
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Fig. 1. The questionnaire about the operability of two devices.

ムに関しては，単回による測定値を採用し，ブラッ

ダースキャンに関しては， 3回繰り返し測定しその平

均値を計算し，それを測定値とした．），その後尿道カ

テーテルを留置し，膀胱内尿をバッグ内に貯留させ，

正確に尿量測定を行った（これを真の尿量と定義し

た）．なお，操作に関しては，測定について講習会な

ど施行せず，看護師に操作説明書を渡し，それを熟読

してもらい手技に臨んだ．また，看護師は本研究前に

両装置の操作経験はなかった．

また，両装置の操作性については，アンケートを用

いて（Fig. 1） 6段階で評価した．

精度に関する統計学的検討として，ピアソンの積率

相関係数を求め，その相関係数に対して母相関係数が

0か否かの検定を行った．ただし，尿量データのヒス

トグラムは右に裾を引く形であり，正規分布に近づけ

るためデータ＋ 1の自然対数を取った値で解析を行っ

た．操作性に関する統計学的検討は，クロス表を用

い，Κ係数を算出し，独立性のカイ二乗検定を行っ

た．有意水準は p＜0.05 を統計学的有意と判定した．

結 果

リリアム，ブラッダースキャンの両装置において真

の膀胱内尿量との間に高い相関が認められた（Fig.

2）．リリアムにおいての相関係数は 0.56（95％ CI :

0.46∼0.64）であり，ブラッダースキャンにおいての

相関係数は 0.70（95％ CI : 0.63∼0.76）であった．

両装置ともに高い精度で真の膀胱内尿量を反映してい

ると考えられたが，相関係数における両装置の比較で

は，ブラッダースキャンの方がより精度が高いと考え

られた．

しかし，両装置において 0 ml を示していたが，導

尿により尿が認められた例が多数認められた．

そのため両装置で 0 ml を示したデータを除外した

上で追加解析を行った（Fig. 3）．

追加解析では，リリアムにおける相関係数は 0.69

（95％ CI : 0.61∼0.76），ブラッダースキャンにおけ

る相関係数は 0.81（95％ CI : 0.76∼0.86）であっ

た．両装置において0 mlを示したデータを除外するこ

とでより一層精度が上昇し，追加解析においてもブ
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Fig. 2. The comparison between the accurate measurement and two devices.

ラッダースキャンの方がより精度が高かった．

次に，操作性におけるアンケート結果をクロス表に

示した（Fig. 4）．膀胱位置の捉えやすさとしては，有

意にブラッダースキャンが膀胱位置を捉えやすく（K

係数 0.1539，P＜0.05），操作性に関しても有意にブ

ラッダースキャンが操作しやすいという結果であった

（K係数 0.0812，P＜0.05）．

考 察

残尿測定は，排尿障害の治療において日常診療で通

常行われる検査である．しかし，現在超高齢化社会に

突入したわが国において排尿障害の患者が増加してお

り，残尿測定はより簡便かつ正確に測定できる必要が

あると考えられる．従来の据え置き型超音波診断装置

は膀胱容量が 100∼150 ml 以下の測定値は実際の排尿

量と大きな誤差が生じることも報告されており7)，検

者間の計算誤差も生じうるとされる9)．

近年，わが国では様々な膀胱用超音波画像診断装置

が開発されているが，今回の検討では当院で使用して

いる 2つの膀胱用超音波画像診断装置を用いてその膀

胱内尿量測定の精度と操作性について比較検討を行っ

た．

これまでにいくつかの研究で膀胱用超音波画像診断

装置の精度に関する報告がされている10~13)．

渡部らは，医師によるブラッダースキャンの操作に

て177例の患者を対象にその精度を報告しており10)，

今回の結果と同程度の精度を示していた．しかし，今

回の検討では看護師による操作であり，渡部らの報

告10)と比較すると，操作者とは無関係に比較的高い

精度が保たれていると考えられた．残尿量測定におい

て，操作者を問わず操作が可能であるということは，

排尿障害の評価に大いに寄与するものと考えられた．

また，今回の検討ではブラッダースキャンがより精

度が高いという結果であったが，リリアム単独の結果

としては，十分な精度を有すると考えられた．つま

り，両装置ともに残尿量測定装置としては，十分な精

度・操作性を有すると考えられた．

しかし，両装置において 0 ml を示した際は，誤差

が大きく認められる傾向にあった．

理由として膀胱を正確に捉えられず，尿量測定が正

確にできていなかった可能性が考えられる．また，患

者の体型も尿量測定に影響する可能性も報告されてい

る14)．その他の理由として膀胱容量が少ない場合，

膀胱が恥骨側まで落ち込むため腸管ガスや恥骨後方の

音響陰影によるアーチファクトを受けやすくなったこ

とが原因である可能性も報告されている8)．以上のこ
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Fig. 3. The comparison between the accurate measurement and two devices (excluding the groups showing 0).

とから，両装置ともに 0 ml を示す場合に限り，若干

精度が低いと考えられた．したがってこのような場

合，患者の状態や手術歴，既往歴などを考慮して従来

の据え置き型超音波診断装置を用いた医師による残尿

測定の併用も検討すべきであると考えられた．

操作性に関しては，ブラッダースキャンの方が有意

に良好であるという結果であったが，リリアム単独の

データとしては操作性に問題のないレベルで評価され

ており，両装置ともに操作性は良好であると考えられ

た．

両者を比較するとブラッダースキャンの方がより有

用であるように考えられるが，今回の比較以外にも価

格や装置の大きさといった問題やリリアムでは，経時

的な残尿測定が可能であるといった違いもあり，各施

設においてより適した装置を選択するべきであると考

えられた．

結 語

今回 2つの膀胱内尿量測定装置の精度と操作性につ

いて検討を行った．今回の検討においてリリアムと比

較するとブラッダースキャンの方が精度は有意に高

く，操作性も有意に良好であった．ただし，両装置と

もに十分な精度，操作性を有しており，残尿測定およ

び適格な排尿障害の評価に十分に使用可能であると考

えられた．
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Fig. 4. The results of the questionnaire survey regarding operability.
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